日本生活体験学習学会　
第16回研究大会　大会要項
日本生活体験学習学会第16回研究大会を、九州大学箱崎キャンパスでお迎えすることになりました。
九州大学は現在、伊都キャンパスへの移転をすすめており、工学部は移転を完了しました。文系地区も平成30年秋の移転といわれ、一部区画では売却が本格的にはじまるなど移転カウントダウンがはじまっています。本学会最後の箱崎地区開催になるかと思います。
また、本大会のシンポジウムでは、昨年に続き若者の育ちがテーマに掲げられました。大学改革が教育改革台風の目の１つとなり、大学生の育つ環境が成果主義・スキル主義の色を増す危険性もかかえる現在、時宜にかなったテーマと思います。時間をかけて築かれた箱崎のまちも議論も楽しんでいただきたいという思いで、皆さまをお待ちしています。
１．期　日　　　　2015年1月31日（土）・2月1日（日）

２．会　場　　　＜理事会・研究大会＞

九州大学箱崎キャンパス　文系地区

（〒812-8581　福岡市東区箱崎6-19-1）

　　　　　　　　＜懇親会＞

　　　　　　　　　　箱崎こ村　（〒812-0053福岡市東区箱崎1-7-23）

３．日　程
	1/31

（土）
	
	■理事会
15：30～17：30

	■懇親会
18：00～

	2/1

（日）
	■受付
9：00～
	■自由研究発表
9：30～12：00
	■昼食・休憩
12：00～13：00
	■総会
13：00～13：50
	■公開

シンポジウム
14：00～16：30
	■閉会
16：30～


４．参加費　　　＜研究大会＞　会員：1,500円　　非会員：500円　　学部生：無　料
　　　　　　　　＜懇親会＞　　5,000円（要、事前申込）
※大会前日1月31日（土）18時から懇親会を開催します。参加費は5,000円です。
参加を希望される会員は申込用紙にて2015年1月16日（金）までに、事務局（info@seikatsu-t.org）へご連絡ください。（申込用紙は学会HPからもダウンロードできます）
なお、懇親会への当日受付参加は、予約の都合上致しかねます。ご了承ください。
※当日、大学の食堂は営業しておりません。昼食は近隣のコンビニエンスストアもしくはレストランをご利用ください。
■　9：00～　　　　　■■　受　付　　　　　　　　　　        　　
（共通講義棟1階）
■　9：30～12：00　　■■　自由研究発表 　　　　　　　　　　　　　　　　
個人発表　２５分（２０分発表　５分質疑）／共同発表　３０分（2５分発表　５分質疑）
＊共同研究の発表者には○を付しています。

＜第1分科会＞　司会：古賀　倫嗣（熊本大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（共通講義棟　103講義室）
9：30～ 9：55　　ドイツ教育学における「体験」の概念

－Erlebnispädagogikの展開を中心に－
石村　秀登（熊本県立大学）
9：55～10：20　　生活のなかで日常を超える
：環境との出会いと自己変容についての理論的検討
山本　一成（大阪樟蔭女子大学）
10：2０～10：45　　養育・保育・教育の連続性から見た地域生活慣行の体験

山岸　治男（日本文理大学）
10：45～11：15　　コーディネート機能の観点からコミュニティ・スクールの

現状を考察する　～全国の１４３校のアンケート調査から～
○中川　忠宣（大分大学）
○山崎　清男（大分大学）

11：15～12：00　　総括討議

＜第２分科会＞　司会：桑原　広治（熊本県球磨郡相良村立相良南小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（共通講義棟　104講義室）
9：30～ 9：55　　基礎学力向上のための試み
加知　ひろ子（九州女子短期大学）
9：55～10：20　　あそびの現場で学ぶ　親子の様子　ひびきのでの実践より
秋葉　祐三子（ひびきの親子あそび研究会）
10：20～10：45　　療育キャンプに参加した大学生の学び　―宿泊型プログラムの
特性を生かした子ども・保護者との交流を通して―
菅原　航平（西九州大学短期大学部）
10：45～11：10　　若者の居場所づくりを促進する実践的事例研究
牟田　京子（鹿児島大学大学院）

11：10～12：00　　総括討議

■　13：00～13：50　■■　総　会　　　　　　　　　　　　　　　　　
（共通講義棟　103講義室）
■　14：00～16：30　■■　公開シンポジウム　　　　　　　　　　　　
（共通講義棟　中講義室）
「育ち直す」若者と生活体験　－今、何を「社会人」基礎力とするか－
今回のシンポジウムは、昨年に引き続き、若者に求められている社会人基礎力と生活体験とは何かを考えます。

　現在、若者の「社会的孤立」が進み、若者が社会と関わりをもちながら、ますます困難になってきています。若者の社会的孤立に関しては、これまでニートやフリーター問題、不登校・引きこもり問題が語られてきました。そして、昨今は無事に就学・就職した若者ですら、ノルマや競争に追われ、働くことを通じて社会に貢献する喜びを得ることができない、さらに失・転職せざるを得ない事態が生まれています。

　自分の所属する社会に関心を持ち、学ぶ・働く・文化を楽しむなど生活の様々な場面で社会に助けられ、社会に貢献するといった関係を築く存在が社会人です。ですが、現実の生活場面では社会的に孤立する若者を生み出しつつあります。どうすれば若者が社会人として育つのかを考えることが急務となっています。ただ、この点に関して、近年、経済のグローバル化を念頭に打ち出された経済産業省が提唱する社会人基礎力は、企業社会の要請（会社人）が色濃く、一面的であると言わざるを得ません。

　困難に直面したときこそ人は社会との繋がりの必要を自覚し、社会を大事にすると考えられます。現代の若者の多くが孤立するのは、もしかすると困難を分かち合う経験が不足しているからなのかもしれません。そこで、今回のシンポジウムでは、若者が学びの場を通して社会とつながること（佐藤氏・小池氏）、働くことを通して社会とつながること（正田氏）、文化活動を通じて社会とつながること（岡氏）を中心に、それぞれの現場における若者の現状と、社会的孤立の方向ではなく社会的連帯を求め育ち直すための取り組みについてご報告をいただきます。

自立した社会人となる前提に児童期や青年期前半の生活体験の基盤づくりがあります。若者の孤立は、子ども期からの体験の積み残しとしての問題顕在化と考えています。子ども～若者に対する幅広いご関心をもってご参加いただけると幸いに存じます。
　【シンポジスト】　　　

（１）岡　　幸江（九州大学准教授）

（２）正田　英樹（ハウインターナショナル代表取締役会長）

（３）小池　楠男（前大分県高校教育課指導主事兼主幹、日田三隈高校教頭）
（４）佐藤　　武（佐賀大学保健管理センター所長・教授）　
【コーディネーター】
　　　上野　景三（佐賀大学教授）

【司　会】

　　　長尾　秀吉（別府大学准教授）

■□■□■□■事務局からの連絡■□■□■□■
◆書籍販売◆
当日は、会場内で生活体験学習の関連書籍の販売を行います。販売したい書籍がある場合、必ず事前に学会事務局（info@seikatsu-t.org）までご連絡ください。個人での持込み販売は、ご遠慮ください。
◆会場案内◆

■九州大学箱崎キャンパス文系地区（研究大会会場）
〒812-8581　福岡市東区箱崎6-19-1　TEL：092-642-3129
＜福岡空港から＞

　・福岡空港→（地下鉄空港線：9分）→「中州川端駅」下車、貝塚方面へ乗換→（地下鉄箱崎線：8分）→「箱崎九大前」で下車→徒歩：5分
＜JR博多駅から＞
　・「JR博多駅」→（地下鉄空港線：3分）→「中州川端駅」下車、貝塚方面へ乗換→（地下鉄箱崎線：8分）→「箱崎九大前」で下車→徒歩：5分
　・「JR博多駅」→（JR鹿児島本線小倉方面：5分）→「JR箱崎駅」で下車→徒歩：15分

＜西鉄福岡駅・天神から＞

　・「西鉄福岡駅」→（地下鉄：10分）→「中州川端駅」下車、貝塚方面へ乗換→（地下鉄箱崎線：8分）→「箱崎九大前」で下車→徒歩：5分

　・「天神バスセンター前」「天神ソラリアステージ前」「天神郵便局前」「天神北」「天神三丁目」から行先番号4・22・23・25・26番乗車（20分）→「九大北門」下車→徒歩：1分

※詳細は九州大学HP アクセスマップをご覧ください
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日本生活体験学習学会　事務局　
〒870-1192　大分市大字旦野原700　大分大学教育福祉科学部永田研究室内

　　TEL/FAX：097-554-7559　　　　E-mail　 info@seikatsu-t.org

第16回研究大会　福岡大会実行委員会
〒812-8581　福岡市東区箱崎6-19-1　九州大学大学院人間環境学研究院岡研究室
（研究大会に関するお問い合わせは、学会事務局までお願いします。）
